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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果は以下の三点に集約できる。
(1)ミドルマネジメントは，現場への会計的な圧力によって現場の本来の姿が歪められてしまうことを防ぐため
に吸収役の役割を果たす。この場合，管理会計システムと現場の活動はルース・カップリングあるいはディカッ
プリングの状態で維持される。(2)業績悪化をトリガーとして，ミドルマネジメントは吸収役を維持できなくな
り，双方向の窓の役割に切り替わる。この場合，管理会計システムと現場の活動の連動が図られる。(3)各診療
科別の損益データをはじめとした粒度の細かいデータをタイムリーに現場に提供することでミドルマネジメント
の役割が吸収役から双方向の窓に切り替わる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：Three findings are clarified as follows. 
(1) Middle management act as “Absorption” in order to protect frontline operations from accounting
 pressure by the top management. In this situation, management accounting systems and frontline 
operations are maintained in loose coupling or decoupling. (2) Middle management switches from “
Absorption” to “Two-way windows” triggered by failing financial performances. In this situation, 
management accounting systems and frontline operations are connected.(3) Middle management could 
switch from “Absorption” to “Two-way windows” if executive office provides a fine grain 
accounting information including each clinical department’s profit data to frontline staffs.

研究分野： 管理会計
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義について，本研究は，先行研究で議論されている会計化の概念を拡張したうえで，経験
的なデータに基づくプロセスベースの知見を加えたことに貢献がある。
　研究成果の社会的意義について，本研究で議論している医療機関の会計化とミドルマネジメントの役割は，本
研究のリサーチ・サイトでのみ発生する特有の問題ではなく，管理会計システムの導入を行う医療機関一般で起
こりうる問題である。したがって，本研究の成果は，特定の医療機関に限定されるものではなく，他の医療機関
においても同様に議論が可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

（１）医療機関においては，これまで OECD 諸国を中心としてニュー・パブリック・マネジメ
ントと呼ばれる民間企業で用いられている経営手法を公的組織に導入し，経営改善を図る試み
がなされてきた（Hood 1995）。我が国の医療機関においても，診療報酬の改定による医療費抑制
政策が行われ，公私病院ともにその経営は厳しいものとなっている。厳しい予算制約の中，良い
パフォーマンスを上げている病院もあるが，平均化すると財務状況に大きな問題のある病院が
多い(中嶋・跡田, 2016)。そのため，医療機関においては，医療の質を高めるだけでなく安定的
に医療サービスを提供できるよう経営の効率化も求められており，それを実現する一つの方法
として管理会計システムの導入が進みつつある（荒井 2011）。 
 
（２）医療機関の管理会計システムでは，効率性や採算性の向上を目的として，医療専門職を予
算管理に関わらせ説明責任を負わせるなど医師をはじめとする医療専門職の管理が試みられて
きた（Abernethy and Comerford 1999）。しかし，医療専門職が管理会計システムに対し抵抗を
示す場合がある。その要因として，例えば，医療の論理と経営の論理の違い(Pettersen and 
Solstad 2014)や，現場の「会計化（Accountingization）」（Power and Laughlin 1992）が指摘
されている。会計化は，管理会計システムが導入され，現場が会計コントロールによる影響を受
けた結果，現場のあるべき姿が会計によって歪められてしまう状態を意味する。 
 
（３）一方で，医療専門職は必ずしも管理会計システムの導入に対し抵抗を示すわけではなく，
むしろ管理会計システムを受容する場合もある。例えば，Kurunmäki(2004)では，医療専門職が
医療だけでなく会計の専門的な知識も身につける「ハイブリッド化」のケースが報告されている。
すなわち，管理会計システムの導入に伴う組織の会計化に対する医療専門職の反応としては，抵
抗と受容の二つが見られる。 
 
（４）抵抗と受容を左右する要因の一つとして，ミドルマネジメントの存在があり，管理会計シ
ステムと現場の活動を結びつけるか否かはミドルマネジメントの役割にかかっている可能性が
ある(井上・藤原 2016)。その役割とは，現場への会計の影響を吸収し，現場を保護する「吸収役
(Absorption)」（Broadbent and Laughlin 1998）と，会計情報を用いながらトップマネジメント
と現場の橋渡しを行う「双方向の窓(Two-way windows)」(Llewellyn 2001)である。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は，医療機関の会計化におけるミドルマネジメントの役割について，そのプロセ
スを明らかにすることであった。具体的には，各診療科部長や看護師長をはじめとするミドルマ
ネジメントが，トップマネジメントからの会計的な圧力に対し，どのように吸収役や双方向の窓
の役割を果たしているのかについて，医療機関のケース・スタディを通じてそのメカニズムを解
明することにあった。 

 

３．研究の方法 

 
（１）まず，文献レビューを用いて「会計化」，「吸収役」，「双方向の窓」など本研究における鍵
概念を整理し，リサーチ・クエスチョンの導出を行った。 
 
（２）導出されたリサーチ・クエスチョンに対し，ある政令指定都市の中規模私立総合病院を対
象としたケース・スタディを採用し，インタビューおよび参与観察を実施した。具体的には，ト
ップマネジメントからミドルマネジメントに対し，管理会計システムの全体像とミドルマネジ
メントの役割の把握を目的としてインタビューを行った。その上で，ミドルマネジメントの役割
プロセスを明らかにすることを目的として会議・ミーティングの観察を行った。 
 
（３）データの収集では，フィールドノート，会議やインタビューの録音データおよびそのテー
プ起こし，関係者へのインタビュー，会議資料の閲覧・取得，掲示板やイントラネット上にある
議事録の取得等を行った。また，複数の関係者に対しトライアンギュレーションを行い，かつデ
ータについてクロス・リファレンスを行うことで，情報の信憑性を確保した。 
 
（４）データの分析では，データに基づき理論を検討し，再びデータに戻り，さらに思考を発展
させるという過程を反復して行うことで理論的バイアスの減少を図った。例えば，研究プロセス
において矛盾が生じた場合，理論的なアプローチとデータの間を反復することによって研究の
方向性の調整を行った。 



 
（５）研究者としての理解が事実関係に照らし合わせて正しいかどうかを確認するため，研究成
果をフィードバックし確認するプロセスとしてリサーチ・サイトにおいて講演会を実施した。さ
らに，成果を公表する際には，リサーチ・サイトに対し，守秘義務や事実関係についての確認を
行った。 
 
４．研究成果 
 

（１）本研究期間全体を通しての成果は，以下の三点の発見事項に集約できる。第一に，ミドル

マネジメントは，トップマネジメントから現場への会計的な圧力によって現場の本来の姿が歪

められてしまうことを防ぐために，吸収役としての役割を果たす。戦略や方針が実現されている

ことをミドルマネジメントが説明し，トップマネジメントを納得させることが可能な場合は，ミ

ドルマネジメントが吸収役として機能する。この時，管理会計システムと現場の活動の結びつき

は，ルース・カップリングあるいはディカップリングの状態で維持される。 

 

（２）第二に，業績悪化をトリガーとして，ミドルマネジメントは吸収役を維持できなくなり，

双方向の窓に役割が切り替わる。業績が悪化するなど戦略や方針が実現されていないことをト

ップマネジメントが認識した場合，ミドルマネジメントは管理会計システムと現場の活動の連

動を強く結びつける必要に迫られるため，両者の連動が図られる。 

 

（３）第三に，各診療科別の損益データをはじめとした粒度の細かいデータをタイムリーに現場

に提供することによって，ミドルマネジメントの役割が吸収役から双方向の窓に切り替わる可

能性がある。例えば，管理会計システムが脆弱であり，提供される会計データの粒度が粗いなど，

管理会計システムと現場の活動を連動させることが不適当な場合，ミドルマネジメントは双方

向の窓としての役割を果たすことができず，吸収役としての役割を果たさざるを得ない。管理会

計システムが整備され，事務方のサポート体制が十分に得られるなど，ミドルマネジメントが双

方向の窓としての役割を果たすことができる環境が整備されていれば，双方向の窓としての役

割を果たす可能性がある。 
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